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大宅壮一（1900‐1970）



大宅壮一（1900－1970）

「炎は流れる」「世界の裏
街道を行く」「実録・天皇
記」などの著作の他、新聞・
雑誌・ＴＶ・ラジオで活躍。
「マスコミ四冠王」などと呼
ばれた。

全国の古書店などで購
入した資料を、スタッフ
を雇い入れて整理した
個人資料室「雑草文
庫」は在世時より有名
だった。



大阪府立茨木高等学校 久敬会所蔵

日本で初めての学校プールが作られた旧制茨木中学。中央奥で水車を踏んでいるのが大宅壮一。





『実録・天皇記』の資料収集の
ために古書を大量に購入し、資
料分類をしたことが大宅文庫の
はじまり。





かつて大宅壮一は学者や評論家
が読むことを思いつきもしなかった
大衆雑誌を莫大にコレクションして
〝雑草文庫〟と呼び、同時代の泡沫
現象の研究に没頭した。またその
文庫を後続世代の心ある人びとの
ためにピラミッドの最下辺の石とし
てのこした。

－開高健
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中央公論 １９５５年４月号

週刊読書人 １９６４年５月２５日号



「大正１３年にはどんなことがあって
どんな人気者がいたか､というような
民衆のライブラリーをつくりたい」

「つまらん本ほどいいんだ。
一時大衆の間に圧倒的に受けて、
今はもうゴミダメの中にあるものが

いいんだな」



「僕の場合、一冊の本は百科事典
の一項目に相当するのでね…それ
を引く可能性があるかないかで、
その本の価値が決まる。
10万円の本でも、1万円の本でも
差別しないね。
何万冊あっても、全体で一冊の本
になる訳だ。」
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昭和３０年に建てられた書庫



現在の様子
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大宅文庫年表

１９４４年 大宅壮一、東京・八幡山に居を定める

１９５２年 執筆のため、本格的な資料収集を開始

１９５５年 ブロック造２階建ての書庫を建築

１９５６年 大宅式分類法による資料の整理を始める

１９７０年 大宅壮一死去（１１月２２日）

１９７１年５月１７日 財団法人大宅文庫 開館



昭和５０年頃の大宅文庫



• １９７１年開館

• 所蔵タイトル 約１万3千種類

• 所蔵冊数 約８０万冊

• 創刊号 約７，０００誌

• 年間約6００タイトル １万冊が増加

書庫は閉架のため、通常非公開





大宅文庫 ３つの特徴

• 雑誌に特化した図書館

• 雑誌タイトルや書誌情報からではたどり着け
ない「記事」を採録して索引を作成している
こと

• その索引を独自の項目体系「大宅式分類法」
で整理分類し検索することができること






